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特集
　
　
　
決
算
報
告

平
成
22
年
度
吉
備
中
央
町

■特　集

総務費…選挙や住基、徴税、
町の庁舎管理費などの経費

民生費…高齢者や障害者、児童
などの福祉に関連する経費

衛生費…老人・母子保健、予
防接種、合併浄化槽、し尿・
ごみ処理などの経費

農林業費…農林業の振興、農
業用道路や水路、農村環境
などの経費

商工費…道の駅管理運営、総
合施設事業などの経費

土木費…町道改良、舗装、住
宅建設などの経費

消防費…消防団の運営、常備
消防委託などの経費

教育費…幼稚園、小中学校の
管理、社会教育、生涯教育、
体育振興、文化財保護など
の経費

公債費…町の借金である町債
などを返済するための経費

諸支出金…財政調整基金、災
害対策基金積立などの経費

出るお金・歳出
町税…皆さんが町に納めたお金

で町民税、固定資産税、軽
自動車税、たばこ税など

繰入金…基金などの積立金から
取り崩すお金

繰越金…前年度からの繰越のお
金

地方交付税…国から町の財政力
に応じて交付されるお金

国庫支出金…国が各種事業に補
助金等として負担するお金

県支出金…県が各種事業に補助
金等として負担するお金

町債…事業を行うために、町が
国などから借り入れた資金

自主財源…町が自主的に
収入できる財源

依存財源…国や県などか
ら定められた額を交付
されたり割当てられた
りする収入

入るお金・歳入
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広 報

町民１人当たりの決算　　681,567 円
こんなふうに使われました　　

一般会計
●平成23年3月31日現在　　人口　13,017人　

民生費
130,034 円

高齢者・児童の福祉など

公債費
114,443 円

借入金の返済

総務費
91,366 円

地域振興・庁舎管理など

農林業費
119,494 円

農業・畜産の振興など

衛生費
70,191 円

保健衛生・ゴミの回収など

教育費
48,960 円

学校・公民館の運営など

土木費
47,556 円

道路・河川の整備など

消防費
24,631 円

火災・災害の対応など

その他
34,892 円

議会・観光振興など

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の

96
億
３
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
よ

り
３
億
８
千
万
円
減
少
の
88
億
７
千
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
度

に
定
額
給
付
金
、
緊
急
経
済
対
策
に
伴

う
交
付
金
事
業
が
大
き
か
っ
た
た
め
で

す
。

　

平
成
22
年
度
新
規
の
主
な
事
業
は
、

子
ど
も
手
当
、
米
粉
製
造
施
設
整
備
事

業
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
配
布
事
業
、

国
民
文
化
祭
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
行
財
政
改
革
に
よ
り
、
事

業
の
見
直
し
や
人
件
費
を
抑
制
し
て
い
る

も
の
の
、
扶
助
費
等
の
社
会
保
障
関
係

費
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
平
成
22
年

度
の
財
政
状
況
を
示
す
指
標
は
、
若
干

改
善
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
全
な

財
政
運
営
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

繰入金
83万円（0.0%）

繰越金
4億2,898万円
（4.5%）

歳出

歳入

議会費
8,248万円（0.9%）

諸支出金
2億1,505万円
（2.4%） 総務費

11億8,931万円
（13.4%）

使用料及び手数料
分担金及び負担金等
4億0,018万円
（4.2%）

地方交付税
47億1,215万円
（48.9%）

町債
6億7,878万円
（7.0%）

県支出金
8億7,018万円
（9.0%）

国庫支出金
9億5,290万円
（9.9%）

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税等　4億0,049万円
（4.2%）

民生費
16億9,265万円
（19.1%）

衛生費
9億1,367万円
（10.3%）

農林業費
15億5,545万円
（17.5%）

労働費
618万円（0.1%）

商工費
1億4,434万円（1.6%）

土木費
6億1,904万円
（7.0%）

消防費
3億2,063万円
（3.6%）

教育費
6億3,732万円
（7.2%）

災害復旧費
614万円
（0.1%）

公債費
14億8,970万円
（16.8%）

町税
11億8,424万円
（12.3%）

一般会計　歳入

96億2,873万円

96億2,873万円

一般会計　歳出

88億7,196万円

88億7,196万円

■依存財源■自主財源

特別会計決算額 歳入：44 億 2,869 万円
歳出：42 億 7,494 万円 （上水道会計を除く）

（単位：万円）

特別会計 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額
国民健康保険 144,599 143,900 699
老人保健 50 50 0
介護保険 176,530 172,476 4,054
後期高齢者医療 15,151 15,120 31
育英資金 4,199 770 3,429
ストックファーム 3,344 3,344 0
診療所 2,525 1,351 1,174
簡易水道 65,893 65,792 101
下水道 11,745 10,092 1,653
農業集落排水事業 13,903 13,894 9
住宅新築資金等貸付事業 274 274 0
吉川財産区 1,961 148 1,813
大和財産区 363 46 317
賀陽財産区 2,332 237 2,095

上水道会計
※ 1　収益的収入

　27,181
※ 3　資本的収入

4,304

※ 2　収益的支出
　26,510

※ 4　資本的支出
　8,745

671

△ 4,441

※ 1　収益的収入とは、水道料金、受託工
事収益、預金利息等の収入をいいます。

※ 2　収益的支出とは、水道事業の営業活
動に従事する職員の人件費、維持修繕
費、光熱水費や薬品等の消耗品費、受
託工事費や減価償却費などをいいます。

※ 3　資本的収入とは、国などからの借入
金や一般会計や他の会計からの負担
金、加入者分担金などです。

※ 4　資本的支出とは、建設改良に従事し
た職員の人件費、配水管布設や浄水場
建設などの工事費、起債の償還金など
です。

※なお、資本的収入額が資本的支出額に対
し不足する額は、減価償却費等により生
じる内部留保資金から補てんされます。

用　語　解　説



 

定
住
奨
励
金
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

12
月
21
日
、
役
場
賀
陽

庁
舎
に
お
い
て
、
定
住
奨

励
金
の
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
長
か
ら
「
地

域
の
活
力
の
維
持
・
向
上

に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」

と
定
住
者
に
奨
励
金
を
手

渡
し
ま
し
た
。

結
婚
祝
金

池い
け

上が
み　

友と
も

弥や

さ
ん
、

　
　
　

佳か

苗な
え

さ
ん
（
黒
土
）

髙た
か

森も
り　

智と
も

弘ひ
ろ

さ
ん
、

　
　
　

侑ゆ
う

子こ

さ
ん
（
吉
川
）

Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

仁に

科し
な　

清き
よ

志し

さ
ん
（
納
地
）

鈴す
ず

木き　

一か
ず

将ま
さ

さ
ん
（
上
田
西
）

柗ま
つ

本も
と　

充み
つ

貴き

さ
ん
（
上
田
西
）

近こ
ん

藤ど
う　

敏と
し

光み
つ

さ
ん
（
宮
地
）

Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金

蝿は
い

原ば
ら　

健け
ん

司じ

さ
ん
（
豊
岡
下
）

就
業
奨
励
金

藤ふ
じ

森も
り　

契ひ

百さ
と

さ
ん
（
竹
部
）

久ひ
さ

松ま
つ　

菜な
つ

摘み

さ
ん
（
上
竹
）

久ひ
さ

松ま
つ　

竜た
つ

也や

さ
ん
（
上
竹
）

定住奨励金交付者数
（平成 23 年 4 月〜 12 月末現在）

結婚祝金 10 組
I ターン奨励金 10 世帯　17 人
U ターン奨励金   6 世帯　15 人
就業奨励金 17 人
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■特　集まちの話題

 

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
の
街
頭
指
導
を
実
施
！

　

12
月
20
日
、
国
道
４
２
９
号
の
道
の
駅
か
も
が
わ
円
城
前

で
、「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」
の
街
頭
指
導
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
交
通
安
全
協
会
円
城
支
部
が
中
心
と
な
り
、
岡

山
北
警
察
署
、
円
城
地
区
の
住
民
会
長
、
円
城
公
民
館
、
町

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
啓
発
用
の
横
断
幕
や
小

旗
、
の
ぼ
り
等
を
持
ち
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
・
減
速
運
転
」
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

 

人
形
劇
の
楽
し
さ
伝
え
る

　

12
月
19
日
、
上
竹
荘
小
学
校

の
読
書
活
動
で
、「
お
話
し
会

レ
イ
ン
ボ
ー
」
に
よ
る
人
形
劇

の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お

話
し
会
レ
イ
ン
ボ
ー
は
約
20
年

前
、
当
時
の
上
竹
幼
児
ク
ラ
ブ

の
役
員
が
発
足
さ
せ
た
人
形
劇

グ
ル
ー
プ
「
珍ち

ん

竹ち
く

林り
ん

」
を
、
平

成
17
年
の
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
名
称
変
更
し
た
も
の
で

す
。
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
後
、
町

内
の
保
育
士
Ｏ
Ｂ
な
ど
も
加
わ
り
、
15
名
で
活
動
。
幼
児
ク

ラ
ブ
や
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
公
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
活

動
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
人
形
や
舞
台
な
ど
は
す
べ
て
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
手
作
り
。
小
学
校
で
初
め
て
の
公
演
と
な
っ

た
こ
の
日
は「
あ
ま
ん
ぶ
ち
お
化
け
」「
お
ん
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
」

の
２
演
目
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
は
お
話
の
世
界
に
夢
中
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
公
演
終
了
後
に
は
、
人
形
を
動

か
す
体
験
を
児
童
に
し
て
も
ら
う
な
ど
、
人
形
劇
の
楽
し
さ

を
伝
え
ま
し
た
。
レ
イ
ン
ボ
ー
代
表
の
森も

り

田た

充あ
つ

司し

さ
ん
（
岨

谷
）
は
、「
手
作
り
の
舞
台
や
人
形
を
使
っ
た
劇
を
見
る
こ

と
で
、
わ
く
わ
く
し
た
り
、
何
か

を
感
じ
た
り
し
て
ほ
し
い
」
と
話

さ
れ
ま
し

た
。

　町では、財政状況を把握し明らかにするため、財政健全化法による財政健全化判断比率の指標を公表して
います。町の平成 22 年度の財政状況は、いずれも早期健全化基準を下回っており、平成 21 年度より改善さ
せることができました。

　健全化判断比率とは、吉備中央町の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断す
るための指標として、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定したものです。

※標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもので、標準
税収入額等に普通交付税を加算した額。	 	 	 	 	
※早期健全化基準とは、財政の健全化を表す指標で、これを超過すると財政は破綻に近づいていくことを表します。

※四捨五入したため一致しない部分があります。

　町では、企業会計の考え方に基づき、発生主義、複式簿記を導入した、地方
公会計制度により、「貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金
収支計算書」の財務諸表を公表しています。（吉備中央町ホームページなど）こ
れにより、公正な評価による資産や負債の蓄積状況など、実際に現金の支出を
伴わない隠れたコストも把握することができます。
　４つの財務諸表のうち、バランスシートと呼ばれる貸借対照表について、表にしてみました。町が所有し
ている資産や、これから返済していかなければならない地方債などの負債がどれくらいあるのか、確認する
ことができます。

（平成 21 年４月１日から平成 22 年３月 31 日）

平成22年度吉備中央町普通会計貸借対照表

健全化判断比率について

（単位：百万円）

資産の部　（これまで積み上げてきた資産）

金
融
資
産

資金
（現金や預金の資産） 442

債権
（税等の未収金、貸付金など） 229

有価証券
（運用目的の有価証券） 0

投資等
（出資金、基金など） 4,976

非
金
融
資
産

事業用資産
（庁舎や学校などの有形、無形固定資産） 17,485

インフラ資産
（道路や水道などの社会基盤となる資産） 51,872

資産合計 75,000

負債の部　（将来世代が負担する金額）

流
動
負
債

公債
（地方債の翌年度償還予定額） 1,268

短期借入金
（連結対象団体の短期借入金の残高） 0

その他
（賞与引当金など） 164

非
流
動
負
債

公債
（地方債残高のうち翌年度償還予定額を除いた残高） 12,538

借入金
（連結対象団体の長期借入金の残高） 0

引当金
（退職手当引当金など） 1,675

その他 21
負債合計 15,666

純資産の部　（現在までの世代が負担した金額）
純資産合計 59,334

負債・純資産合計 75,000

貸借対照表を町民一人当たり換算すると
平成 22 年 3 月 31 日現在
人口 13,305 人

（単位：万円）
資　　　産 564
負　　　債 118
純　資　産 446

指　　　　標 説　　　明 早期健全
化基準

吉備中央町の数値
平成 22 年度決算 平成 21 年度決算

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 一般会計等における実質赤字の標準
財政規模に対する比率 14.44 −

（黒字のため−と表示）
−

（黒字のため−と表示）

連結実質赤字比率 すべての会計における実質赤字の標
準財政規模に対する比率 19.44 −

（黒字のため−と表示）
−

（黒字のため−と表示）

実質公債費比率 一般会計等が負担する元利償還金等
の標準財政規模に対する比率 25.0 18.3 19.6 

将来負担比率 一般会計等が将来負担する実質的な
負債の標準財政規模に対する比率 350.0 132.4 144.3

早めに点灯して安全運転
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交
通
安
全
機
器
な
ど
を

        

　
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
お
よ
び
岡
山
市
農
業
協
同
組
合
か

ら
交
通
安
全
機
器
・
用
品
の
寄
贈
が
あ
り
、
12
月
26
日
、
町

長
室
で
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
の
田た

村む
ら

晴は
る

己み

代
表
理
事
組
合

長
か
ら
重
森
町
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
全
国
共
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
岡
山
県
本
部
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業

協
同
組
合
を
通
じ
て
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
び
ほ

く
農
業
協
同
組
合
か
ら
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
６
基
と
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
呼
び
か
け
の
横
断
幕
１
張
り
な
ど
を
、
岡
山
市
農

業
協
同
組
合
か
ら
交
通
安
全
雨
傘
80
本
、
交
通
安
全
防
犯
ブ

ザ
ー
80
個
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

重
森
町
長
か
ら
「
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
交
通

安
全
の
た
め
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
随
時
破
損
し
た
も
の
な
ど
と
交

換
し
、
そ
の
他
の

交
通
安
全
用
品
も

町
内
の
小
中
学
校

へ
配
布
し
た
り
、

交
通
安
全
運
動
啓

発
グ
ッ
ズ
と
し
て

使
用
し
た
り
す
る

な
ど
、
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

 

元
日
に
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
む

　

１
月
１
日
、
第
30
回
吉
備
高

原
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
主
催
：

吉
川
地
域
づ
く
り
の
会
な
ど
で

組
織
す
る
大
会
実
行
委
員
会
）

が
吉
川
公
民
館
一
帯
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
片か

た

山や
ま

雅ま
さ

博ひ
ろ

実
行
委
員
長
（
吉
川
）
が
「
参

加
者
の
み
な
さ
ん
と
大
会
を
支

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

30
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
日
は
、
け
が
の
な

い
よ
う
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
（
２
㎞
）
と
３
㎞
、５
㎞
の
３
コ
ー

ス
に
、
小
中
学
生
や
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
者
な
ど
１
３
０
名
が
参

加
。
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
田
園
風
景

の
中
を
元
気
よ
く
走
り
抜
け
ま
し
た
。
表
彰
式
後
に
は
、
お

楽
し
み
抽
選
会
も
行
な
わ
れ
、
参
加
者
は
新
年
の
運
試
し
に

一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。

■まちの話題 まちの話題 
細
川
た
か
し
さ
ん
の
歌
声
に
魅
了
！

　

12
月
25
日
、「
熱
唱
！
細
川
た
か
し
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
１
」
を
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
新
曲
の
「
ね
ぶ
た
」
を
皮
切
り
に
、「
心

の
こ
り
」「
北
酒
場
」「
望
郷
じ
ょ
ん
が
ら
」
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
曲
を
含
め
た
計
14

曲
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

尺
八
、
和
太
鼓
、

三
味
線
奏
者
に
よ
る

気
迫
の
演
奏
と
、
細

川
さ
ん
の
熱
唱
に
終

始
魅
了
さ
れ
、
来
場

者
か
ら
は
、
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

 

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

１
月
22
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
中な

か

山や
ま

ゆ
き

さ
ん
（
上
加
茂
）
に
、
20
日
、
県
知
事
お
よ
ろ
こ
び
状
や
記

念
品
、
祝
金
な
ど
が
、
県
、
町
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

中
山
さ
ん
は
尾
原
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭
和
８
年
に
ご

結
婚
、
農
業
を
さ
れ
な
が
ら
９
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
か
も
が
わ
荘
で
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
お
り
、
車

い
す
で
の
生
活
で
す
が
、
施
設
で
の
行
事
に
も
参
加
さ
れ
、

施
設
の
皆
さ
ん
と
会
話
や
食
事
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
、
益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

 

今
年
は
晩
稲
が
豊
作

　
　
　
〜
吉
川
本
地
堂
の
粥か
ゆ
管か

ん
祭
り
〜

　

１
月
14
日
、
吉
川
の
神
護

寺
境
内
に
あ
る
吉
川
本
地
堂

で
伝
統
行
事
「
粥
管
祭
り
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
吉
川
地
区
内
の
代
表

者
で
つ
く
る
吉
川
本
地
堂
等

文
化
財
保
存
会
の
７
名
が
参

加
。
北き

た

野の

恵け
い

祥し
ょ
う

住
職
が
読
経

す
る
中
、
米
、
小
豆
を
一
緒

に
炊
い
た
鍋
に
、
早わ

稲せ

、
中な

か

稲て

、
晩お

く

稲て

と
畑
作
の
印
を
つ

け
た
４
本
の
竹
筒
を
入
れ
、

約
20
分
間
炊
き
ま
し
た
。

　

粥
管
祭
り
は
竹
筒
に
入
っ
た
粒
の
数
で
そ
の
年
の
農
作
物

の
出
来
を
占
う
伝
統
行
事
で
す
。
同
会
会
長
の
石い

し

原は
ら

昭し
ょ
う

二じ

さ

ん
（
吉
川
）
た
ち
が
竹
筒
を
割
っ
て
粒
を
数
え
る
と
、
晩
稲

１
４
９
粒
、
中
稲
51
粒
、
早
稲
４
粒
、
畑
作
０
粒
の
順
と
な

り
、
晩
稲
が
特
に
豊

作
に
な
る
と
の
結
果

が
出
ま
し
た
。

　

中
稲
の
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
を
栽
培
さ
れ
る
河か

わ

内う
ち

保や
す

雄お

さ
ん
（
吉
川
）

は
「
ま
ず
ま
ず
の
結

果
が
出
た
の
で
、
今

年
も
頑
張
っ
て
お
い

し
い
お
米
を
作
り
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

  

家
庭
ご
み
処
理
施
設
一
元
化
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
会
を
開
催

　

４
月
か
ら
加
茂
川
地
区
の
家
庭

ご
み
の
受
け
入
れ
先
が
変
更
に
な

る
た
め
、
１
月
12
日
、
ゴ
ミ
の
分

別
や
収
集
方
法
な
ど
の
変
更
点
に

つ
い
て
、
同
地
区
の
住
民
会
長
36

名
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
現
在
、加
茂
川
地
区
の
不
燃
・

資
源
・
粗
大
ご
み
は
、
御
津
加
茂

川
環
境
施
設
組
合
へ
搬
入
し
て
い

ま
す
が
、
同
組
合
が
平
成
23
年
度

末
を
も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
か
ら
、

受
け
入
れ
先
を
賀
陽
地
区
と
同
じ

高
梁
地
域
事
務
組
合
へ
一
元
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
一
元
化
に
伴
う
ご
み
の
分
け
方
、
出
し
方

の
変
更
点
な
ど
を
説
明
し
、
そ
の
後
高
梁
地
域
事
務
組
合
の

ご
み
処
理
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
主
な
変
更
点
と
し
て

は
、
現
在
可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
る
ご
み
の
う
ち
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
性
の
プ
ラ
マ
ー
ク
表
示
の
も
の
は
分
別
し
て
資

源
ご
み
（
エ
コ
バ
ッ
ク
）
へ
、
ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

類
は
指
定
袋
か
ら
コ
ン
テ
ナ
・
エ
コ
バ
ッ
ク
へ
、
粗
大
ご
み

は
可
燃
粗
大
ご
み
（
燃
や
せ

る
も
の
）
と
不
燃
粗
大
ご
み

（
燃
や
せ
な
い
も
の
）
へ
分
け

る
こ
と
で
す
。
今
後
は
、
分

別
用
コ
ン
テ
ナ
・
エ
コ
バ
ッ

ク
の
収
集
所
へ
の
配
布
な
ど
、

新
た
な
収
集
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。



生 便活 利 帳 #15 みなさんの暮らしに役立つ情報を紹介します。

春は転勤や就職、入学などで引っ越しの多い時期です。
引っ越しの際には、必ず転出届と転入届が必要になりますので、今回は、転入届・転出届について紹
介します。
・転出届は、実際に引っ越しをする日の２週間前から、役所で受け付けています。
・転出届には、引っ越し先の住所が必要です。転出届を提出すると転出証明書が発行されます。転出証明

書は、後日引っ越し先で転入届を提出する時に必要な書類ですので紛失しないようにしてください。
・転入届は実際に引っ越しした日から２週間以内にしなければなりませんのでご注意ください。
届出には　■印鑑 ■運転免許証、保険証等の身分証明書 ■委任状（代理人の場合）が必要です。
●その他の手続き　　　　　　　【返】返却するもの　〔受〕受け取るもの　《持》持っていくもの

項　　目 転　出　届 転　入　届
印鑑登録 【返】印鑑登録証 必要な方はあらためて申請してください。
国民年金（加入者）
国民年金（受給者）

特にありません。
特にありません。

《持》年金手帳
《持》年金証書　《持》住所変更届

国民健康保険 【返】国民健康保険証 加入手続きをしてください。
子ども手当 受給者の転出（予定）日の属する月

分まで手当が支給されます。
申請手続きをしてください。申請が遅れると
遅れた月分の手当が受けられなくなります。

介護保険 【返】介護保険被保険者証
〔受〕受給資格証明書（要介護・要
支援認定を受けている方）

《持》受給資格証明書

後期高齢者医療被保険者証
【返】後期高齢者医療保険者証
県外へ転出される方のみ
〔受〕負担区分証明書

《持》負担区分証明書
県外から転入される方のみ

医療証（ひとり親家庭・乳
幼児・障害者等）

【返】医療証 所得証明書が必要な場合がありますので、新
住所地へお問い合わせください。
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保健福祉シリーズ 66
平成 24年度　がん検診のお知らせ
　がんは、早期に発見できれば治る率は高くなります。検診では、症状の出ない早期のうちにがんを発見
することができます。平成24年度もがん検診を行いますので、毎年受けている人も、今まで受けたことが
ない人もぜひ受診しましょう。

◎がん検診の内容
検診名 検査内容 対象者 検診方法 検診時期

子宮がん検診 子宮頸部細胞診 20歳以上の女性 集団検診 4〜5月頃

乳がん検診
視触診 30歳以上の女性

集団検診 4〜5月頃
マンモグラフィ検査 40歳以上の女性

肺がん検診 胸部X線検査 40歳以上

集団検診 6月頃喀痰細胞診検査 50歳以上で喫煙指数※が600以上の
方または40歳以上で6か月以内に血
痰のあった方

胃がん検診 胃X線検査 40歳以上 集団検診 7月頃

大腸がん検診 便潜血反応検査 40歳以上 集団検診または
個別検診

集団検診は7月頃、
個別検診は6〜9月頃

前立腺がん検診 血液検査 50歳以上の男性 集団検診または
個別検診

集団検診は7月頃、
個別検診は6〜9月頃

※喫煙指数＝1日の喫煙本数×喫煙年数
　集団検診は町内の公民館や施設等で、個別検診は指定した町内の医療機関で受けることができます。
　詳しい日程や料金については、後日地区愛育委員さんや住民会班長さん、区長さんを通じてお配りする平成24年度保
健事業計画や、広報紙等でお知らせします。

◎無料クーポン券について
　対象の年齢の方には、子宮がん検診、乳がん検診、大腸がん検診の無料クーポン券をお送りします。
　年齢は、平成24年4月1日時点での年齢になります。
　・子宮がん検診　　　※女性のみ　　       　　　　　　　・乳がん検診　　　※女性のみ

　・大腸がん検診

　3月1日〜3月7日は「子ども予防接種週間」です。
　入園や入学前に今一度、母子健康手帳で接種歴を確認し、まだ接種がお済みでない予防接種がありました
ら、早めの接種をお勧めします。
　予防接種はそれぞれ定められた期間内に接種しましょう。
　次の対象者の方は、平成24年3月31日で接種期間が終了しますのでお急ぎください。
　　☆麻しん風しん（MR）予防接種
　　　　第2期（小学校就学の前年度）平成17年4月2日〜平成18年4月1日生まれ
　　　　第3期（中学1年生の方）　　 平成10年4月2日〜平成11年4月1日生まれ
　　　　第4期（高校3年生相当の方） 平成 5年4月2日〜平成 6年4月1日生まれ

☆昨年から始まりました、任意接種の子宮頸がんワクチン接種については、対象者の中で高校1年生の
方（平成7年4月2日〜平成8年4月1日生まれ）は3月31日までに1回目の接種を済ませていないと、
2回目、3回目が有料になりますのでご注意ください。

年齢 生年月日

20歳 平成  3（1991）年4月2日〜平成  4（1992）年4月1日

25歳 昭和61（1986）年4月2日〜昭和62（1987）年4月1日

30歳 昭和56（1981）年4月2日〜昭和57（1982）年4月1日

35歳 昭和51（1976）年4月2日〜昭和52（1977）年4月1日

40歳 昭和46（1971）年4月2日〜昭和47（1972）年4月1日

年齢 生年月日

40歳 昭和46（1971）年4月2日〜昭和47（1972）年4月1日

45歳 昭和41（1966）年4月2日〜昭和42（1967）年4月1日

50歳 昭和36（1961）年4月2日〜昭和37（1962）年4月1日

55歳 昭和31（1956）年4月2日〜昭和32（1957）年4月1日

60歳 昭和26（1951）年4月2日〜昭和27（1952）年4月1日

年齢 生年月日

40歳 昭和46（1971）年4月2日〜昭和47（1972）年4月1日

45歳 昭和41（1966）年4月2日〜昭和42（1967）年4月1日

50歳 昭和36（1961）年4月2日〜昭和37（1962）年4月1日

55歳 昭和31（1956）年4月2日〜昭和32（1957）年4月1日

60歳 昭和26（1951）年4月2日〜昭和27（1952）年4月1日

対象の年齢の方は、無料クーポン
券を使って無料で町の検診を受け
ることができます !!

【お問い合わせ先】
保健課　地域保健班

☎ 0866-54-1326
【お問い合わせ先】住民課　戸籍住民班　☎ 0866-54-1316

【お問い合わせ先】保健課　地域保健班　☎ 0866-54-1326

お子さんの定期の予防接種はお済みですか？
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役場からのお知らせ
　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

3
月
の
行
政・人
権・福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
24
年
３
月
１
日

（木）

午
前
10
時
～
午
後
3
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎　

相
談
室

　

内
容　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日

本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

の
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て　
　
　

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
左
記
の

お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
、
電
話
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

　
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
消
費

生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。「
困
っ
た

な
。」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
相
談
を
!!

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
住
民
課　

戸
籍
住
民
班
☎

０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
当
日
受
付
可
）

　
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
期
の
お
知
ら
せ

　

普
通
徴
収　

第
５
期
の
納
期
限

　
　
　

平
成
24
年
４
月
２
日

（月）

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
日

の
前
に
預
金
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
課　

医
療
保
険
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
２
６

　
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

軽
自
動
車
の
手
続
き
、

　
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
に
登

録
さ
れ
て
い
る
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

他
人
に
譲
っ
た
、
盗
難
に
遭
っ
た
、
壊
れ

た
の
で
廃
棄
し
た
等
、
車
の
所
有
者
で
な
く

な
っ
た
場
合
に
は
名
義
変
更
や
廃
車
の
届
出

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
実
際
は
所
有
し

て
い
な
い
の
に
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

手
続
き
は
早
目
に
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
し
く
車
を
購
入
・
譲
り
受
け
た

場
合
の
登
録
手
続
き
も
早
目
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※
諸
手
続
き
を
事
業
所
等
に
委
託
さ
れ
た
方

は
、
委
託
先
に
手
続
き
の
完
了
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

＊
軽
自
動
車
の
登
録
・
名
義
変
更
・
廃
車
手
続
き
先

◆
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以
下

の
オ
ー
ト
バ
イ
）・
小
型
特
殊
自
動
車

　
　
　

役
場　

住
民
課
・
吉
川
支
所
・
大
和
支
所

　
　
　

加
茂
川
総
合
事
務
所
・
井
原
出
張
所

◆
小
型
二
輪
自
動
車
・
軽
二
輪
自
動
車

（
１
２
５
cc
を
超
え
る
オ
ー
ト
バ
イ
）

　
　
　

中
国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局

　
　

☎
０
５
０

−

５
５
４
０

−

２
０
７
２

岡
山
市
中
区
藤
原
２
４
─
１

◆
軽
自
動
車
（
四
輪
貨
物
・
四
輪
乗
用
）

　
　
　
　

軽
自
動
車
検
査
協
会
岡
山
事
務
所

☎
０
８
６

−

２
４
５

−

３
６
０
０

岡
山
市
北
区
久
米
１
７
７
─
３

＊
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

税
務
課　

課
税
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
５

　
ご
相
談
く
だ
さ
い

就
職
相
談
会

日
時　

平
成
24
年
２
月
28
日

（火）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　

ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

　
　
　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル（
吉
備
中
央
町
豊
野
１
¦
２
）

内
容　

新
規
学
卒
者
・
町
内
在
住
の
未
就
職

者
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
等
を
対

象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
町
内
企
業

等
に
よ
る
就
職
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

協
働
推
進
課　

商
工
観
光
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
０
１

日時 3月16日（金）  午前9時〜正午

会場 豊野公民館 井原
コミュニティーセンター

相談   
行政相談
人権相談
福祉相談

人権相談
福祉相談

【お問い合わせ先】　
　住民課　戸籍住民班 ☎ 0866-54-1316
　社会福祉協議会   しらさぎ事業所

☎ 0866-54-1818
　   　　〃         　やすらぎ事業所

☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

３
月
６
日

（火）

午
前
10
時
～
午
後
3
時

賀
陽
庁
舎

　

相
談
室

３
月
27
日

（火）

午
前
10
時
～
午
後
3
時

加
茂
川
庁
舎

　

相
談
室

■役場からのお知らせ

春季全国火災予防運動
　3月1日から7日までは、春季全国火災予防運動期間です。
　全国一斉におこなわれる春の火災予防運動は、空気が乾燥し、火災が発生しやすいシーズンを迎
えるにあたり、住民のみなさんに防火意識を高めていただき、火災および死傷者等の発生を防止す
ることを目的としています。

全国統一防火標語は「消したはず　決めつけないで　もう一度」

住宅防火　いのちを守る　7つのポイント
◆3つの習慣
　○寝たばこは、絶対やめる。
　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

◆4つの対策
　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　○寝具や衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
　○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

住宅用火災警報器の設置 はお済みですか？
　住宅用火災警報器の設置は、すべての住宅に義務付けられています。逃
げ遅れを防ぎ、命を守るためには、住宅用火災警報器を設置することが重
要ですが、昨年6月に発表された岡山県の住宅用火災警報器の推計普及率は
59.1％で全国平均の71.1％に比べ低い状況となっています。まだ住宅用火
災警報器を設置されていない方は、早めに設置するようにしましょう。

消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

　

１
月
15
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か

よ
う
総
合
会
館
で
平
成
24
年
吉

備
中
央
町
消
防
団
出
初
式
が
厳

粛
か
つ
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、
参

加
し
た
消
防
団
員
約
４
０
０
人

が
、
地
域
防
災
へ
の
使
命
感
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

は
じ
め
に
東
日
本
大
震
災
の
犠

牲
者
に
対
し
哀
悼
の
意
を
表
し
、

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
続
い

て
、
開
式
の
辞
、
人
員
報
告
な

ど
が
行
わ
れ
、
亀か

め

山や
ま

龍
り
ょ
う

一い
ち

消
防
団
長
が
訓
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
表
彰
式
で
は
、
延
べ
１
１
５
人
の
優
良
消
防
団
員
が
岡

山
県
知
事
表
彰
や
町
長
表
彰
、
消
防
団
長
表
彰
な
ど
を
受
賞
。

ま
た
、
昨
年
５
月
に
尾
原
地
内
で
発
生
し
た
山
林
火
災
で
の
消

火
活
動
に
貢
献
を
い
た
だ
い
た
、
三み

上か
み

正た
だ
しさ

ん
（
尾
原
）
に
団

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
山や

ま

口ぐ
ち

文ぶ
ん

亮す
け

津
賀
分
団
長
が
「
地
域
住
民
の
生

命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
火
災
か
ら
守

り
、
ま
た
、
風
水
害

や
地
震
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
防

止
す
る
た
め
、
粉

骨
砕
身
、
消
防
業

務
に
努
力
し
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

【お問い合わせ先】総務課　行政班　☎ 0866-54-1313



平
成
24
年
度
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
実
習

の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
平
成
24
年
度
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
実

習
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
岡
山
農
業
普

及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
講
師
の
指
導
に
よ
り
、

ピ
オ
ー
ネ
の
基
本
的
な
栽
培
技
術
実
習
を
行

い
ま
す
。

　

対 

象 

者
：
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

　

募
集
人
数
：
10
名
程
度

　

実
施
回
数
：
年
10
回
程
度

　
　
　
　
　
　
（
初
回
は
５
月
中
旬
を
予
定
）

　

実
施
場
所
：
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
か
よ
う

　
　
　
　
　
　

ピ
オ
ー
ネ
園
ほ
場

　
　
　
　
　
　
　

吉
川
３
３
４
０
─
２
８
５

　

参 

加 

費
：
無
料

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月
６
日

（金）

ま
で
に
農
林
課
へ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
に
取
り
組
も
う

と
い
う
意
欲
の
あ
る
方
、
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
農
林
課　

農
業
振
興
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−
１
３
１
８

犬の登録および狂犬病予防注射について
　生後91日以上の全ての犬（室内犬も含む。）は狂犬病予防法により、犬の登録お
よび狂犬病予防注射が義務づけられています。
　必ず登録（生涯1回のみ）と予防注射（毎年1回）を受けてください。

1．集合注射を受ける場合
　町では毎年春に集合注射を実施しています。

※日程表は広報きびちゆうおう4月号でお知らせいたしますので、注射会場と時間
をご確認ください。すでに登録をされている飼い主の方へは、文書で別途ご案
内いたします。

　　　　・日程表の会場であれば、どの会場でも受けられます。
　　　　・当日、犬の体調がすぐれない場合は接種せず、臨時日または動物病院で受けてください。
　　　　・料金：新規登録の犬（1頭あたり）5,800円（登録料3,000円＋注射料2,800円）
　　　　　　　　登 録 済 の 犬（1頭あたり）2,800円（注射料のみ）
　　　　　　　　《注射料（2,800円）の内訳…獣医の注射料2,250円、注射済証交付手数料550円》
　　　　　○おつりのいらないようにご協力をお願いします。
　　　　　○必ず犬を抑止できる方が、連れて来てください。
　　　　　○飼い主のマナーとして、フンの後始末をする道具を必ずお持ちください。

2．動物病院等で受ける場合（注射後に役場で手続きが必要です。）
　集合注射を受けられない場合は、動物病院等で予防注射を受けてください。
　　　　　新規登録の犬：注射済証、手数料（3,550円）を持参し、住民課、加茂川総合事務所または
　　　　　　　　　　　　支所で手続きをお願いします。
　　　　　登録済の犬：はがき、注射済証、手数料（550円）を持参し、住民課、加茂川総合事務所
　　　　　　　　　　　または支所で手続きをお願いします。
　※上記の手数料には注射料金は含まれていません。注射料金は動物病院等に別払いとなります。

町内の動物病院
　大月昭一家畜医院（北）    ☎0866-55-5013　　河内みのり動物病院（吉川）　☎0866-56-6655
　河内保雄動物病院（吉川） ☎0866-56-7025　　沼本輝孝動物病院（下土井）　☎0867-35-0056
【次のような場合も届け出が必要となります】

1）犬が死亡したとき…登録を抹消する必要があります。住民課、加茂川総合事務所または支所に届
け出てください。

2）犬を譲渡（譲受）したとき…新しい飼主が住む市町村の窓口に譲受を届け出てください。
3）転居したとき…転居先の市町村の窓口に届け出てください。

公
民
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
「
教
養
趣
味
講
座
・
ク
ラ
ブ
作
品
展
」

　

円
城
公
民
館
の
平
成
23
年
度
ク
ラ
ブ
活
動

の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
今
ま
で
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
作
品
を
次
の
と
お
り
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
展
示
会
場
／
円
城
公
民
館

　

◇
習
字
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
◇　

　

・
展
示
日
／
２
月
24
日

（金）
～
３
月
１
日

（木）

　

◇
切
り
絵
・
写
真
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
◇

　

・
展
示
日
／
３
月
５
日

（月）
～
９
日

（金）

　

◇
押
し
花
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
◇

　

・
展
示
日
／
３
月
９
日

（金）
～
23
日

（金）

　

◇
短
歌
会
作
品
展
示
◇

　

・
展
示
日
／
３
月
15
日

（木）
～
23
日

（金）

　

◇
布
手
芸
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
◇　

　

・
展
示
日
／
３
月
23
日

（金）
～
30
日

（金）

円
城
公
民
館

☎
０
８
６
７

−

３
４

−

１
５
５
５

広報きびちゅうおう  2012.3 月号／ 1213 ／広報きびちゅうおう  2012.3 月号

【お問い合わせ先】保健課　医療保険班　☎ 0866-54-1326

■役場からのお知らせ

高額な外来診療を受ける皆さまへ

平成24年4月1日から「認定証」などを提示すれば、
窓口での支払いが一定の金額にとどめられます 

国民健康保険、
後期高齢者医療制度　など

病院・薬局　など
高額の外来診療を受けたとき

事前に
①認定証の申請

②認定証の交付

③認定証を提示
　窓口支払いが
　一定上限額に（※）

（※）窓口支払いの上限額（月当たり）は、
所得に応じて異なります。

　これまでの高額療養費制度の仕組みでは、高額な外来診療を受けたとき、ひと月の窓口負担が自己負担限
度額以上になった場合でも、いったんその額をお支払いいただいていましたが、平成24年4月1日からは、
認定証を提示すれば限度額を超える分を窓口で支払う必要はなくなります。

●「認定証」を提示しない場合は、従来どおりの手続きになります。
（高額療養費の支給申請をしていただき、支払った窓口負担と限度額の差額が、後日、ご加入の国民健康保険、
後期高齢者医療制度などから支給されます。）

高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

●70歳未満の方
●70歳以上の非課税世帯等の方

加入する健康保険組合などに
「認定証」（限度額適用認定証）
の交付を申請してください

「認定証」を窓口に提示してく
ださい

70歳以上75歳未満で、
非課税世帯等ではない方 必要ありません 「高齢受給者証」を窓口に提示

してください
75歳以上で、
非課税世帯等ではない方 必要ありません 「後期高齢者医療被保険者証」

を窓口に提示してください

〈お問い合わせ先〉住民課　生活環境班　☎ 0866-54-1316

■役場からのお知らせ
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■
ご
相
談
く
だ
さ
い

   

「
お
か
や
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

   

の
ご
紹
介

　
「
お
か
や
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
は
、「
働
き
た
い
け
ど
最
初
の
一
歩
が
踏
み

出
せ
な
い
」「
自
立
し
た
い
け
ど
何
か
ら
始
め

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
悩
み
を
抱

え
て
い
る
方
が
、
就
職
し
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
、
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ

る
相
談
や
、
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
来

る
こ
と
が
で
き
な
い
若
者
に
対
す
る
訪
問
相

談
の
実
施
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
農
作
業
、

ス
ポ
ー
ツ
、
宿
泊
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
実
際
に
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
体
験
談

を
聴
く
職
業
講
話
、
企
業
な
ど
で
の
実
際
の

作
業
の
見
学
・
体
験
、
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
も
開
催
。

　

本
人
、
保
護
者
、
支
援
者
な
ど
、
ど
な
た

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

お
か
や
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
８
６

−

２
２
４

−

３
０
３
８

　

岡
山
市
北
区
本
町
６
─
３
０　

　

第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
２
号
館
５
階

 

０
５
０

−

３
６
１
５

−

９
１
８
１

　

月
曜
日
～
土
曜
日　

10
時
～
18
時

　
（
日
・
祝
・
年
末
年
始
は
休
み
）

　

U
R
L

　

http://w
w
w
.ok-saposute.jp

※
相
談
、
検
診
希
望
者
は
健
康
保
険
証
、
身

体
障
害
者
手
帳
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
必
ず
チ
ェ
ッ
ク 

最
低
賃
金
！

   

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

岡
山
県
内
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
８
６

−

２
２
５

−

２
０
１
４

　

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

Informationお　知　ら　せ
福祉のひろば

吉備の里相談支援センター vol.23
－安全で安心な暮らしをもとめて－

　こんにちは、吉備の里相談支援センターです。
　今回は、障害のある人が「安全で安心な暮らし」をするためには何が必要となるのかを
考えてみたいと思います。
　障害の有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊重し、共に生きていく社会の実現が求
められています。障害のある人や高齢者など社会的に不利益を負いやすい人たちや、支援
が行き届かない人たちも同じ社会の構成員として支え合うことが大切です。
　障害のある人が地域で暮らすためには、周りの方の理解や協力はもちろんですが、さらに、生活する
上で感じる不便さを軽減するために、生活の場、仕事の場、訓練の場、くつろぎの場、相談ができる場等、
色々な場面で、それぞれの支援がうまく連携できれば、「安全で安心な暮らし」ができる環境づくりに
つながります。
　実際の地域生活での支援を考えた場合、個々の状況や状態によって様々な対応が必要となるため、相
談によりニーズを把握し、当事者と関係する人たちが集まり、それぞれの専門性を生かして必要とされ
る支援を考えていくこと、支援やサービスを充実させること、サービスをコーディネートして提供す
ること、そして、これらのことを継続していくことで、常に関係者相互の共通の認識ができるとともに、
情報の共有や連携の強化にもつながります。
　こうした支援のネットワークを作り上げ、“みんな”で協働して「自分たちの住む地域は自分たちで
良くしていこう」という取り組みが「安全で安心な暮らし」を支えていく原動力になるものと思います。
　吉備の里相談支援センターでは、今後も皆が共に楽しく安全で安心な暮らしができるよう、相談支
援活動を通した地域づくりを続けていきますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

■吉備の里相談支援センター
　〒 709-2344　吉備中央町上野 2320-10　
　☎ 0866-56-8216
   0866-56-8218

お問い合わせ先

吉備の里相談支援センター
所長　遠藤　芳樹

地域別最低賃金 時間額 発効日
岡山県最低賃金 685円 平成23年10月27日

特定最低賃金（岡山県内） 時間額 発効日
鉄鋼業 822円 平成23年12月10日
耐火物製造業 808円

平成23年12月15日自動車・同附属品製造業 790円
船舶製造・修理業,
舶用機関製造業 821円
一般機械器具等製造業 802円 平成23年12月18日
電気機械器具等製造業 738円
各種商品小売業 747円 平成23年12月21日

■
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
健
康
づ
く
り
標
語
募
集

　

岡
山
県
国
保
連
合
会
で
は
、
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
、
健
康
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と

を
標
語
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
テ 

ー 

マ　

健
康
づ
く
り

●
応
募
要
項　

①
標
語　

②
郵
便
番
号

　
　
　
　
　
　

③
住
所　

④
氏
名　

⑤
年
齢

　
　
　
　
　
　

⑥
電
話
番
号

●
宛　
　

先　

〒
７
０
０
ー
８
５
６
８

　
　
　
　
　
　

岡
山
市
北
区
桑
田
町
１
７
ー
５

　
　
　
　
　
　

岡
山
県
国
保
連
合
会

　
　
　
　
　
　

保
健
事
業
課
事
業
係　

宛

●
締　
　

切　

平
成
24
年
３
月
30
日

（金）
必
着

　

応
募
は
１
人
３
点
ま
で
と
し
、
標
語
に
使

わ
れ
た
漢
字
に
は
、
ふ
り
が
な
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
優
秀
作
品
は
『
こ
く
ほ
岡
山
』
に

掲
載
し
、
作
品
採
用
の
方
に
は
記
念
品
を
お

送
り
し
ま
す
。

※
応
募
に
際
し
、い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

当
企
画
の
目
的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

■
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
無
料
調
停
相
談
会
の
開
設
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
、
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、
金
銭

貸
借
等
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
遠
慮

な
く
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
、
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
予
約
等
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
日
時　

平
成
24
年
３
月
２
日

（金）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所　

高
梁
市
片
原
町
１
番
地

　
　
　
　
（
日
新
高
校
南
）
高
梁
簡
易
裁
判
所

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
高
梁
調
停
協
会
事
務
局

☎
０
８
６
６

−

２
２

−

２
０
５
１

■
公
的
な
融
資
制
度
で
す

　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に

か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

●
ご
融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り
３
０
０
万
円
以
内

●
利　
　

率　

年
２
・
55
％
（
固
定
金
利
、
平
成
23
年
11
月
10
日
現
在
）

（
母
子
家
庭
の
方
の
利
率
は
年
２
・
15
％（
固

定
金
利
、
平
成
23
年
11
月
10
日
現
在
））

●
ご
返
済
期
間　

15
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子

家
庭
の
方
に
つ
い
て
は
18
年
以
内
）

●
お
使
い
み
ち　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー

ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

●
ご
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額

返
済
も
可
能
）

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

皆
さ
ま
に
「
災
害
特
例
措
置
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
な
ど
、
詳
し

く
は
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
０
５
７
０
ー
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は
（
０
３
）

５
３
２
１
ー
８
６
５
６
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
相
談
・
検
診
は
無
料
で
す

    

平
成
23
年
度

　 

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
に
対
す
る

　 

療
育
相
談
検
診
の
ご
案
内 

 

●
対　

象

岡
山
県
内
に
在
住
す
る
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

患
者（
児
）お
よ
び
そ
の
疑
い
の
あ
る
者（
児
）

な
ら
び
に
そ
の
家
族
（
介
護
者
）
等

●
日　

時

平
成
24
年
３
月
10
日

（土）
午
前
10
時
～
午
後
２
時

（
受
付
は
午
前
９
時
半
か
ら
午
後
１
時
ま
で
）

●
場　

所

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
南
岡
山
医

療
セ
ン
タ
ー　

研
修
棟　

王
山
荘

都
窪
郡
早
島
町
早
島
４
０
６
６
番
地

　

☎
０
８
６

−

４
８
２

−

１
１
２
１

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

社
団
法
人　

日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会

岡
山
県
支
部

☎
・

 

０
８
６

−

２
７
５

−

３
４
５
２

　

〒
７
０
３
─
８
２
４
８

　

岡
山
市
中
区
さ
い
２
２
─
８

　

E
-m

ail  tom
ika-fam

ily@
nexyzbb.ne.jp



「父の存在」
吉川中学校　三年

藤
ふじ

森
もり

　佑
ゆう

香
か

さん

「
行
っ
て
き
ま
ー
す
。」

　

い
つ
も
出
勤
時
間
の
三
十
分
前
に
起
き
て
、
ボ
サ
ボ
サ
の
頭

で
朝
ご
飯
も
食
べ
ず
に
仕
事
に
出
か
け
る
父
。
私
の
父
は
車
の

部
品
を
つ
く
る
会
社
で
働
い
て
い
る
。
朝
は
七
時
三
十
分
頃
に

家
を
出
て
、
帰
っ
て
く
る
の
は
夜
の
七
時
か
ら
八
時
の
間
。
朝

早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
く
れ
て
い
る
。
仕
事
か
ら
帰
っ

て
き
た
父
は
汗
く
さ
い
。
晩
ご
飯
は
い
つ
も
一
人
で
テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら
食
べ
て
い
る
。
冷
め
き
っ
た
お
か
ず
は
み
ん
な
が
つ

つ
い
た
残
り
。
ト
マ
ト
と
ハ
ム
の
入
っ
て
い
た
は
ず
の
サ
ラ
ダ

は
、
緑
一
色
の
サ
ラ
ダ
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
父
は
最

後
ま
で
残
さ
ず
食
べ
る
。
私
が
晩
ご
飯
を
食
べ
る
と
き
は
母
と

弟
と
妹
と
一
緒
だ
。
お
か
ず
も
出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
も
の
。

父
と
は
真
逆
だ
。
父
は
一
人
暮
ら
し
の
お
じ
さ
ん
み
た
い
だ
。

頑
張
っ
て
い
る
の
は
父
な
の
に
、
私
が
い
い
思
い
を
し
て
い
る
。

　

私
は
中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
多
少
生
意
気
に
な
り
、
そ
の
こ

と
で
よ
く
衝
突
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
親
へ
の
言
葉
遣
い
が
悪

か
っ
た
り
、
手
伝
い
を
し
な
か
っ
た
り
。
そ
の
た
び
に
父
に
叱

ら
れ
る
。
私
は
い
つ
も
「
め
ん
ど
く
せ
ぇ
」
と
思
い
な
が
ら
聞

い
て
い
る
。
父
が
「
わ
か
っ
た
な
ら
返
事
は
」
と
い
う
の
に
対

し
私
は
「
は
ぁ
い
」
で
終
わ
ら
せ
る
。
す
る
と
父
が
「
や
り
た

く
ね
ん
な
ら
せ
ん
で
え
ぇ
。
け
ど
、
習
い
事
と
か
全
部
や
め
て

し
ま
え
」
と
怒
鳴
っ
て
く
る
。
そ
の
言
葉
に
か
ち
ん
と
き
た
私

は
部
屋
の
ド
ア
を
思
い
っ
切
り
閉
め
て
閉
じ
こ
も
る
。
次
の
日

の
朝
も
一
言
も
し
ゃ
べ
ら
ず
父
は
仕
事
に
行
き
、
私
は
学
校
に

行
く
。
お
互
い
帰
っ
て
き
て
も
し
ゃ
べ
ら
な
い
。
家
族
な
の
に

一
日
中
ず
っ
と
し
ゃ
べ
ら
ず
同
じ
屋
根
の
下
に
居
る
だ
け
。
私

は
「
別
に
お
父
さ
ん
と
な
ん
か
と
し
ゃ
べ
ら
ん
で
え
ぇ
し
」
と

思
っ
て
し
ま
う
。
母
に
も
「
お
父
さ
ん
、
ほ
ん
ま
腹
立
つ
」
と

何
度
も
何
度
も
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
。
す
る
と
母
は
「
じ
ゃ
あ
、

佑
は
家
の
手
伝
い
を
せ
ん
で
も
お
こ
ら
れ
ん
家
が
よ
か
っ
た
？

自
分
の
わ
が
ま
ま
を
全
部
聞
い
て
く
れ
る
家
が
よ
か
っ
た
？
」

私
に
問
う
。私
は
、「
そ
れ
は
い
や
。大
人
に
な
っ
た
と
き
困
る
し
」

と
言
う
。
す
る
と
母
は
私
に
「
じ
ゃ
ろ
。
大
人
に
な
っ
て
困
る

じ
ゃ
ろ
。
お
父
さ
ん
は
佑
が
大
人
に
な
っ
て
困
っ
た
り
、
恥
を

か
か
ん
よ
う
に
叱
っ
て
く
れ
と
ん
で
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
私

は
そ
の
と
き
初
め
て
気
付
い
た
。
父
が
私
を
叱
っ
て
く
る
の
は

私
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
叱
っ
て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
。
そ

の
と
た
ん
父
に
謝
り
た
く
な
っ
た
。
申
し
わ
け
な
さ
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
。

　

次
の
日
か
ら
父
と
私
の
仲
は
い
つ
も
の
よ
う
に
戻
っ
た
。
け

ん
か
し
て
い
た
と
き
は
「
今
日
の
学
校
は
ど
う
だ
っ
た
？
」
と

聞
か
れ
て
も
「
別
に
」
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
。
で
も
こ
の
日
は

た
く
さ
ん
話
が
で
き
た
。「
数
学
は
今
は
こ
ん
な
の
や
っ
と
っ

て
、
部
活
は
き
つ
い
け
ど
楽
し
い
し
…
」
父
も
最
後
ま
で
聞
い

て
く
れ
た
。
す
る
と
父
の
方
か
ら
「
今
度
、
卓
球
や
る
か
」
と

誘
っ
て
き
て
く
れ
た
。
今
ま
で
の
数
日
間
が
う
そ
の
よ
う
だ
っ

た
。
私
は
心
が
躍
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
父
と
し
ゃ
べ
り
、
お
互

い
が
好
き
な
卓
球
を
す
る
約
束
も
で
き
て
。
す
ご
く
新
鮮
な

気
分
だ
っ
た
。

　

仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
て
汗
の
に
お
い
が
す
る
父
、
朝
早
く
か

ら
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
く
れ
て
い
る
父
、
休
み
の
日
に
は
卓
球

を
一
緒
に
し
て
く
れ
る
父
、
そ
ん
な
父
が
私
の
自
慢
だ
。
父
は

平
日
は
毎
日
働
き
、
土
曜
も
仕
事
か
地
区
の
用
事
で
い
っ
ぱ
い

だ
。
丸
一
日
空
い
て
い
る
の
は
日
曜
し
か
な
い
。
週
に
一
回
の

貴
重
な
休
み
を
私
と
一
緒
に
卓
球
を
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、
家

の
こ
と
も
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
る
。
洗
濯
や
そ
う
じ
、
洗
い
物

な
ど
き
ち
ん
と
こ
な
し
て
い
る
。

　

週
に
休
み
が
一
回
か
ら
二
回
程
度
し
か
な
い
忙
し
い
父
に
迷

惑
を
か
け
て
い
た
私
。
私
は
父
よ
り
忙
し
く
な
い
の
に
家
の
手

伝
い
を
怠
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
私
に
父
は
私
の
将
来

の
こ
と
を
思
い
、
怒
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　

最
近
、
育
児
放
棄
や
虐
待
、
子
ど
も
を
殺
す
な
ど
物
騒
な

事
件
が
多
々
起
こ
っ
て
い
る
。
親
か
ら
子
ど
も
へ
の
愛
情
や
信

頼
が
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。
で
も
、
私
の
父
は
私
に
対
し
て
愛

情
や
信
頼
を
た
く
さ
ん
寄
せ
て
く
れ
て
い
る
。
中
学
生
に
な
る

と
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
の
が
は
ず
か
し
か
っ
た
り

す
る
。
で
も
今
の
私
は
父
に
ち
ゃ
ん
と
言
え
る
の
だ
。

「
あ
り
が
と
う
」
と
。
そ
の
こ
と
が
私
の
精
一
杯
の
父
へ
の
御

礼
だ
と
思
っ
て
い
る
。

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
22
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
藤
森
　
佑
香
さ
ん
の
「
父
の
存
在
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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ロマン高原
かよう図書館所蔵

江戸時代の人たちも「なぞなぞ」を
楽しんでいた !?“しゃれ”や“だじゃ
れ”を絵で表した「判じ絵」は、「目
で見るなぞなぞ」として、子どもば
かりか大人にも愛された遊びでした。
この本にのっているすべての絵は、
二百年ぐらい前に描かれたものです。
さあ、江戸時代の人たちと知恵くら
べをしてみませんか。

『キケン』 
     有川 浩／著　新潮社

表紙に惹かれて手に取ったけど、今まで読んだ本の
中でも、おもしろさダントツ！個性的でハチャメ
チャな大学生（機械制御研究部略称「機研」）の
面々が見せるあの団結力がカッコイイ！

　（高校生・女子）

★おいでおいで（乳幼児対象）
　　　　　　　毎月第 2・第 4 木曜日
 8 日（木）10 時 30 分～ 45 分　
　　　　場所：かもがわ図書館
22 日（木）10 時 30 分～ 45 分　
　　　　場所：ロマン高原かよう図書館

★わくわく　（幼児・小学生対象）

17 日（土）10 時 30 分～ 11 時
　　　　場所：かもがわ図書館

《おはなしのへや》3月

舞台は、北鎌倉でひっそりと営業し
ている「ビブリア古書堂」。店主は極
度の人見知りながら本の話になると、
がぜんしゃべり出す美人の栞子さん。
店に持ち込まれるいわくつきの古書
とその謎を解き明かしていくという
ミステリー。各章のタイトルは、太
宰治『晩年』（砂子屋書房）など実在の
本で、ストーリーにからまる古書の
うんちくも読みどころです。

♪「おとなの朗読会」
開催のお知らせ

利用者

さんの…
この本、
  よかった!!

『ビブリア古書堂の
　事件手帖
　　～栞子さんと奇妙な客人たち～』
三上 延 / 著
＜ロマン高原かよう図書館所蔵＞

『江戸のなぞ絵　
　　　　　　全 3 巻』
岩崎均史 / 著　汐文社
＜かもがわ図書館所蔵＞

図書館だより

出会いの扉
とびら

かもがわ図書館 ☎ 0867-34-1115
 0867-34-0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866-54-1331
 0866-54-1311

3月

読みた～い本
＜一般書＞

＜児童書＞

図書館カレンダー 3月
日 月 火 水 木 金 土

   1  2  3

 4  5  6  7  8  9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

■は休館日です。

日時：平成 24 年 3 月 17 日（土）
　　　午後 2 時〜 3 時 40 分
場所：ロマン高原かよう総合会館
　　　多目的ホール
演目： 金子みすゞ物語
　　　「うた時計」新美南吉
　　　「明烏」藤沢周平

語り：中山美保さん（元 RSK アナウンサー）
　　　ボランティアグループ花音さん
三弦：木口和枝さん

ピアノや三味線の音色にのせた語りの世界を
お楽しみください。（詳しくは別紙チラシを
ご覧ください）



金一封（香典返し）　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　菅野　　徳＜上竹＞　　　　黒田　　泉＜岡山市＞

藤ふ
じ

田た　
想そ

う
護ご
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

想いやり、人を護れるような
優しく元気な子に育ってね

平成23年3月12日生まれ

石い
し

井い　
る
か
ち
ゃ
ん
（
北
）兄弟・姉妹仲良く

大きくなぁれ

平成23年3月2日生まれ

ご寄附に感謝します　育英資金へ（敬称略）

お
め

でと
う満1歳

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》　
宮
脇
　
和
惠
　
選
（
投
句
者
122
名
） 

　
「
佳
作
」 

　
　

命
あ
る
た
だ
そ
れ
だ
け
を
感
謝
す
る

井
田　

良
輔

　
　

生
命
の
は
か
な
さ
を
知
る
春
の
夜

田
中　

寧
々

　
　

生
命
の
誕
生
見
れ
て
感
激
だ

塚
田　

彩
乃

　
　

生
き
て
れ
ば
き
っ
と
い
い
こ
と
あ
る
は
ず
さ
笹
田　

優
太

　
　

何
気
な
い
そ
の
一
言
が
命
綱

難
波　

和
希

　
「
三
光
」 

　
　

人　
ヒ
ビ
割
れ
た
大
地
に
芽
ば
え
る
希
望
の
芽

張
田
帆
乃
夏

　
　

地　

手
を
合
わ
せ
命
の
恵
み
を
い
た
だ
こ
う
片
山　
　

篤

　
　

天　

踏
ま
れ
て
も
次
の
命
が
芽
吹
い
て
る

森
山
ほ
の
か

	《
一
般
の
部
》　
　
　
生
駒
　
聖
天
　
　
選
（
投
句
者
32
名
） 

　「
佳
吟
」	

　
　

命
あ
る
限
り
希
望
の
灯
を
消
さ
ず

片
山　

紀
彦

　
　

連
綿
と
命
を
つ
な
ぎ
過
疎
に
生
き

海
士
部
節
子

　
　

あ
ま
た
な
る
命
を
悼
み
冬
ご
も
り

草
地　

恒
太

　
　

蘇
生
し
て
命
を
す
す
る
粥
の
音

黒
瀬　

嘉
子

　
　

被
災
地
の
笑
顔
嬉
し
い
命
で
す

清
原　

定
女

　
「
三
光
」 

　
　

人　

余
生
と
は
言
う
ま
い
命
の
あ
る
限
り

難
波　

良
子

　
　

地　
大
自
然
命
を
つ
な
ぐ
明
日
に
萌
え

赤
木　

富
子

　
　

天　

新
玉
の
命
磨
い
て
越
え
る
八
十

石
田　

英
三

津賀公民館

放送川柳コーナー
平成24年1月秀句　題「命」

＊三月の課題は「道」、四月の課題は「切手」です。
　投句の方法…はがきに二句以内・氏名（本名）を書いて下加茂

1106-9　津賀公民館放送川柳係までお送りくだ
さい。

　投句締め切り日…毎月 15 日必着

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

介
護
士
の
掌

た
な
ご
こ
ろは

皆
硬
か
り
し
入
浴
支
援
に
日
々
の
労
知
る

土
居　

於
栄

被
災
地
に
想
ひ
馳
せ
つ
つ
迎
う
新と

し年
心
に
強
さ
失
う
な
か
れ
と

土
居　

照
代

あ
り
が
と
う
感
謝
で
送
る
毎
日
を
動
け
る
こ
と
の
う
れ
し
さ
思
い

富
田　

永
子

空
港
に
見
送
る
影
が
三
人
に
増
え
て
息
子
の
歳
月
が
あ
る

難
波　

良
子

そ
の
姉
も
嫁
も
又
着
た
晴
れ
着
が
届
き
ぱ
あ
っ
と
明
る
く
女
孫
を
包
む

河
内　

晶
子

見
渡
せ
ば
枯
野
続
き
の
藪
陰
に
赤
く
彩
る
美
男
か
ず
ら
は

山
本　

豊
子

北
風
に
煽
ら
れ
帰
る
舗し

き
み
ち路
に
楢
の
落
葉
の
追
い
抜
き
ゆ
け
り

山
﨑
し
げ
る

初
詣
思
い
も
よ
ら
ぬ
年と

し齢
と
な
り
労

い
た
わら
れ
つ
つ
石
段
登
る

国
只
由
紀
子

ひ
と
つ
又
重
ね
る
歳
を
指
折
り
て
干
支
に
負
け
じ
と
深
呼
吸
す
る

中
山　

文
恵

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　毎月第三木曜日に総合福祉センターへ五首までを持参。
　合評・互選などをしています。

あ
ら
く
さ
短
歌
会

田た

村む
ら　
仁ひ

と
美み
ち
ゃ
ん
（
田
土
）

元気で大きく育ってね♡

平成23年3月19日生まれ

菅す
が

野の　
結ゆ

愛あ
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

お姉ちゃん、お兄ちゃんと
仲良く元気に育ってね♡

平成23年3月24日生まれ 田た

中な
か　

宇そ

ら宙
ち
ゃ
ん
（
和
田
）

宇宙君　元気に大きくなってね
　　　　　　母より

平成23年3月17日生まれ

尾お

﨑ざ
き

厚こ
う

之の

介す
け

ち
ゃ
ん（
上
加
茂
）

お姉ちゃんとごはんが大好きな
厚之介。元気に大きくなってね！

平成23年3月26日生まれ

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お

う
で
は
、
広
報
紙
に
対

す
る
ご
意
見
、
ご
感
想
、

身
近
な
話
題
、
イ
ラ
ス

ト
な
ど
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
ご
意
見
、
情
報
な
ど
を
応
募
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、
様

式
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、左
記
の
事
項
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、

企
画
課
公
聴
広
報
班
宛
て
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
広
報
紙
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
部
編
集
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
送
付
し
て
い
た
だ
い
た
お
便
り
な
ど
に
は
、
必
ず
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
匿
名
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨

を
ご
明
記
く
だ
さ
い
。

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
で
は
、
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
、
地
域
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
応
援
す
る
た
め
、
活
動
内
容
や
募

集
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

　
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
企
画
課
公
聴
広
報
班
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、
営
利
活
動
を
す
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
送
り
先

　
〒
７
１
６

－

１
１
９
２
（
住
所
不
要
）　
企
画
課 

公
聴
広
報
班

  

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
４   

  

０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
７

7 1 6 1 1 9 2

企
画
課

    

公
聴
広
報
班 

行

お
便
り
な
ど
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
の
フ
ォ
ト
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
、
第

１
回
「
晴
れ
の
国
岡
山
」
駅
伝
競
走
大
会

に
出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
の
様
子
を
紹

介
し
ま
し
た
。
選
手
の
中
に
は
、
全
国
大

会
出
場
経
験
の
あ
る
吉
備
高
原
マ
ラ
ソ
ン

愛
好
会
の
石
原
聖
さ
ん
と
芦
田
英
利
香
さ

ん
（
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
「
輝
か
し
い

誉
れ
」
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
済
）
も
出
場
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
駅
伝
競
走
大
会
が

開
か
れ
た
日
は
、
第
31
回
大
阪
国
際
女
子

マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
岡
山
県
出
身
で

天
満
屋
の
重
友
梨
佐
選
手
が
優
勝
。
ロ
ン

ド
ン
五
輪
女
子
マ
ラ
ソ
ン
代
表
に
一
番
近

い
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
い
た
と
き
、
近
い
将
来
、
吉
備
中
央

町
か
ら
も
、
全
国
・
世
界
で
活
躍
す
る
選

手
が
誕
生
し
て
ほ
し
い
と
、
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

難
波

今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
豊
野
老
人
ク
ラ
ブ
が

豊
野
保
育
園
の
園
児
、
豊
野
小
学
校
の
児

童
と
一
緒
に
行
っ
た
「
と
ん
ど
焼
き
」
の

様
子
で
す
。

　

表
紙
の
候
補
を
撮
影
し
よ
う
と
、
火

を
挟
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
の
反
対
側
か
ら

撮
っ
て
み
ま
し
た
が
、
火
が
熱
く
落
ち
着

い
て
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
と
り
あ
え
ず
パ
シ
ャ
パ
シ
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自
分
の
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で
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、

あ
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で
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が
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ソ
コ
ン
で
確
認
し
て
み
る
と
、
予
想
以

上
？
で
し
た
の
で
採
用
。
下
手
で
も
、
た

く
さ
ん
撮
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て
お
く
と
、
こ
う
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
・
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ラ
ス
ト
・

写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



広報きびちゅうおう  2012.3 月号／ 2021 ／広報きびちゅうおう  2012.3 月号

本に触れ、読書を楽しむ！
　
　吉備中央町読書推進委員会主催による「読書フェスティバルｉｎきびちゅうおう」
が 12 月 23 日、ロマン高原かよう総合会館で開催され、親子連れなど約 400 人が
参加しました。

　はじめに、人形劇団「京芸」による公演があり、
様々な演出による本格的な人形劇を間近で鑑賞しまし
た。公演後には、ボランティア中学生の絵本の読み聞
かせや、町内ボランティアグループによる人形劇や影
絵の実演などの催し物が行われました。その他にも、
本に興味を持ってもらうための学校司書の実演やおす
すめ本の展示、各学校の取り組み展示、国立吉備青少
年自然の家による工作コーナー、本のリサイクルコー
ナーが設けられました。また、ロマン高原かよう図書
館も臨時開館され、参加者はイベントを楽しみながら
読書への関心を深めました。

第１回「晴れの国 岡山」駅伝競走大会に
　　　　　　　吉備中央町の代表チームが出場！　
　
　１月 29 日、岡山県内の各市町がチーム編成して争う第１回「晴れの国岡山」駅伝競走大会（岡山陸上競技協
会主催）が開かれ、19 市町 25 チームが参加するなか、吉備中央町からも代表チームが出場しました。
　参加した代表選手は、町内から選抜された吉備高原マラソン愛好会のメンバーやＯＢ、陸上経験者など中学
生から社会人までの 13 名。８位入賞を目標に昨年末から練習を重ね、岡山市の百間川ランニングコース９区間
42.195 キロを力走しました。
　結果は、惜しくも入賞は逃しましたが、選手は郷土の誇りを胸に、心を一つにして、たすきをつなぎました。

吉備中央町代表選手（敬称略）
監督（兼控え選手）　永

なが
易
やす

　静
しず

代
よ

　吉備高原学園高職員　　
コーチ　松

まつ
原
ばら

浩
こう

一
いち

郎
ろう

　吉備高原マラソン愛好会監督
第 1 区走者（一般男子 :6㎞） 松

まつ
原
ばら

　成
なる

久
ひさ

　関西高（1）
第 2 区走者（中学男子 :3㎞） 石

いし
原
はら

　　聖
たかし

　吉川中（3）
第 3 区走者（中学女子 :3㎞） 芦

あし
田
だ

英
え

利
り

香
か

　加茂川中（1）
第 4 区走者（一般男子 :4.0975㎞） 西

にし
野
の

　陽
よう

介
すけ

　吉備高原学園高（1）
第 5 区走者（一般女子 :6㎞） 小

こ
林
ばやし

　桃
もも

子
こ

　円城ＴＦＣ
第 6 区走者（中学男子 :3㎞） 松

まつ
原
ばら

　雄
ゆう

太
た

　加茂川中（2）
第 7 区走者（中学女子 :3㎞） 清

せい
山
やま

未
み

菜
な

実
み

　吉川中（2）
第 8 区走者（一般女子 :4.0975㎞） 清

せい
山
やま

真
ま

理
り

菜
な

　高梁高（1）
第 9 区走者（一般男子 :10㎞） 土

ど
井
い

　智
とも

也
や

控え選手 小
こ とら

　大
だい

二
じ

　総社高（3）
　〃　　 花

はな
田
だ

　　拓
たく

　加茂川中（2）
　〃　　 竹

たけ
尾
お

　　彩
あや

　吉川中（1）

健康を願ってとんど焼き
　

　１月 13 日、豊野保育園で小正月の伝統行事である「とんど焼き」が行われま
した。
　「とんど焼き」は、豊野老人クラブが地域交流と伝統文化の継承を目的に行っ
ているもので、豊野保育園の園児と豊野小学校の１年生児童が参加しました。
　はじめに、同クラブ代表の松

まつ
井
い

正
まさとし

壽さん（豊野）からとんど焼きについて説
明を聞き、みんなでお正月の歌「一月一日」を歌いました。積み上げられた門
松に点火し炎が上がると、子どもたちは持ち寄った書道の作品やお飾りを燃や
して、字の上達や１年間の健康を願いました。
　下火になった頃、１年生児童が先端に餅を挟んだ竹の棒を持って、一生懸命
お餅をあぶりました。最後に、焼いたお餅が、ぜんざいや砂糖醤油に漬けて配
られると、子どもたちはおいしそうにほおばり、何度もおかわりをしていました。

※（　　）内は学年

フォト
トピックス

第１区　松原

第２区　石原

第８区　清山

第３区　芦田 第４区　西野

第５区　小林

第９区　土井

第６区　松原

第７区　清山



ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る ふ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成24年2月1日現在（　　）は前月との増減

人　口　12,869人（△111）　　男　6,189人（△65）
世　帯　  5,387戸（△  84）　　女　6,680人（△46）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

★下竹支部栄養委員からのおすすめ野菜料理★

エネルギー：325kcal　　たんぱく質：14.8g　　カルシウム：294mg　　食塩：4.8g 栄養改善協議会　下竹支部

今月の旬の野菜：キャベツ
キャベツとソーセージのミルクスープ（２人分）料理名

  材　料   作り方
春キャベツ… 1/4 個（250g）
にんじん………………… 30g
ブロッコリー…………… 50g
ウインナー……………… 4 本
牛乳………………… 2 カップ
洋風スープの素………… 1 個
ローリエ……… 1 枚（あれば）
粒マスタード…………… 適宜
バター…………… 大さじ 1/2
塩………………………… 少々
粗挽きこしょう………… 少々

１．キャベツは５〜６等分のざく切りにする。ソーセージは斜め
に切れ目を入れる。

２．鍋にキャベツを入れ、ソーセージ、バター、ローリエをのせる。
さらに洋風スープの素をくずし入れ、塩、粗挽きこしょうを少々
ふって牛乳を注ぐ。

３．鍋を中火にかけ、牛乳が沸騰する直前に蓋をする。すぐに弱
火にして、キャベツがくたくたになるまで１５分ほど煮る。

４．味をみて、塩と粗挽きこしょうを足し器に盛る。
　　好みで粒マスタードをのせる。

栄養委員さんからのワンポイントアドバイス

ポイント：

◇キャベツの栄養◇
淡色野菜ですが、栄養価の高い野菜のひとつです。
　大腸がん予防や脂肪肝などの肝機能障害の改善にもよいと言われています。

―見てわかる！栄養の図鑑事典よりー

愛育の愛を
表しています。

愛育委員会　活動報告　（愛育委員会　長田支部）
　毎年、長田支部では年末に 85 才
以上の高齢者を訪問し、お一人お
一人に近況やお体の具合などをお
聞きしながら、プレゼントを手渡
していく活動を続けています。
　今年度も支部員 15 名が各地区の
高齢者を訪問し、プレゼントの靴
下を手渡ししました。「ありがとう」
と笑顔で言われると、訪問させて
いただいてよかったなと心があた
たかくなり、「どうかお体を大切に」

「よいお年を」と私たちも元気になりました。
　地道な声かけを今後も続けていきたいと思います。

＊簡単でいろんな野菜でアレンジもできます。
　牛乳のかわりにケチャップ味もおいしいです。
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地産地消で食育
（毎月19日は食育の日）


